
  
 

学 学  
 

1  学  

能 か 社会を 成 発 い は 化学と生命 わる科学技術を理学 るいは工学 理

解 用 る の 材 す。 は い の機能性材料 構造材料 の先端物質 こ を組 合わ シ

ステム プロ スを 開発する 化学の専門 基礎技術を いこ すこと る 材 るいは

を安全か 率 製造 用する 専門 応用技術を 材 す。化学の基盤を す学

分 を 体 ると ラ クス 金属 を 無機化学 プラス ク 化成 を 有機化学 こ

合 電子材料 触媒材料 バイ テ ル を 材料化学 各論を理論 る物理化学 論と

る分析化学 り す。 こ の学 を応用 物質 エネルギーを工 生 するプロ ス システムを

化学工学 エネルギー工学 こ を る環境科学 安全工学 工学 す。 生命現 の理解 化学

工学の 開と 接 現代社会 る の素 す。 のよ 材を育成する 学科 は の 3 の

教育プログラム 用 い す。 

 

(1) 化学教育プログラム （化学 EP） 物質 生命の を 子 分子のレ ルか する 先端の化学と 社会の 基

い 化学を 用 る技術 ・ を 成する。 

(2) 化学応用教育プログラム （化学応用 EP） 化学の基 理を応用 高度 化学 応プロ ス 先端材料の 製 エネ

ルギー材料の開発 安全 理 環境 現代社会の の解 る技術 ・ を 成する。 

(3) バイ 教育プログラム （バイ EP） 生物 の を 解 とと を か 応用 開を

目指す技術 ・ を 成する。 

 

は こ の教育プログラムの を  

(A) を 社会 る をいろいろ 面 か 合 と ること るよ い

教 と か 間性を る  

(B) 化学・生命系の科学技術分 い と る基礎学力を る  

( ) 化学・生命系の科学技術分 開発 技術開発を の応用能力を る  

( ) 開発 技術開発を計 する の論理 能力 ニ ーシ ン能力を る  

こと 能 す。 

 

  

化学 EP よ 化学応用 EP は 2 学 は と 全 い教育を る。こ は 学生と

わ い教 と 学力を る の全学 の ラムと 理工学部の化学と化学応用の理解 基礎学力を

る の ラム 組 いる。2 学 か は の EP 分か 専門性の高い と応用力を

成する の教育を る。 

バイ EP は 1 か バイ イエンス バイ テク ロ ーの専門 を 成する 化 ラム

成 いる。 

と専門基礎科目の 部は 1 2 の 2 クラス るいは 1 2 3 の 3 クラス 分か を る。 

 

1   

化学・生命系学科 は全学教育科目 基礎演習科目 専門基礎科目 専門科目 ラムを構成 いる。各科目

は教育プログラム の の 度 応 のよ 分 いる。 

科目   単位の 得 科目。 

科目  科目。（ の取り は い。） 

科目  指定 科目 か 単位数 の 得 科目。 

科目   科目 科目の 基 を 指定 科目 の 単位数 ること

  る科目。 

の の科目  属 EP 学の 学科 学部 単位 定を結 いる 学の科目 教

  する科目。 の取 い い は教 すること。 

  

化
学
・

生
命
系
学
科
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(2-2) 履修登録単位数の上限 

化学・生命系学科では表 2－1 に示すように，一つの学期に履修登録できる総単位数に上限を定めている。この単位数を超え

た履修登録はできないので注意すること。ただし，表 2－2 に示す科目群については，教育プログラム上の観点から履修登録上

限単位数の計算から除外されている。また，1 年次秋学期は，春学期の成績の GPA が化学 EP および化学応用 EP では 4.000

以上，バイオ EP では 3.000 以上，2 年次春学期以降はその直前学期の成績の GPA が 3.000 以上の学生は，履修登録単位数

の上限が 26 単位に緩和される。ただし，編入学生の初学期は上限を 26 単位とする。 

 

表 2－1 一学期に履修登録できる単位数の上限 

学年 1 年次 2 年次以降 

学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

履修単位数の上限 
26 

22 22 22 

上限緩和後の単位数 26 

 

表 2－2 履修登録上限単位数に含まれない科目名 

区分（対象者） 科  目 

全学教育科目 

（全員） 
健康スポーツ演習 B 

基礎演習科目 

（全員） 
化学・生命情報処理演習，化学・生命基礎演習 A，B 

専門基礎科目 

（全員） 

物理実験，化学実験，応用数学演習 A，応用数学演習 B，化学・生命基礎

実験Ⅰ，化学・生命基礎実験Ⅱ 

化学 EP 専門科目 

（化学 EP） 

技術者安全・倫理教育 B，化学 EP 演習Ⅰ～Ⅲ，化学 EP 基礎実験，化学

EP 特別実験，化学 EP 研究実習Ⅰ～Ⅴ，卒業研究Ⅰ，卒業研究Ⅱ 

化学応用 EP 専門科目 

（化学応用 EP） 

技術者安全・倫理教育 A，化学応用 EP 演習Ⅰ～Ⅳ，化学応用 EP 実験

Ⅰ，化学応用 EP 実験Ⅱ，化学応用 EP 研究実習Ⅰ～Ⅹ，機械装置設計・

製図，卒業研究Ⅰ，卒業研究Ⅱ 

バイオ EP 専門科目 

（バイオ EP） 
バイオ基礎実験，バイオ専門実験，バイオ EP 研修Ⅰ～Ⅹ 

教職科目 

（教員免許希望者） 

教育の基礎的理解に関する科目等（13 ページの表 3 参照）、教科及び教

科の指導法に関する科目のうち各教科の指導法（情報機器及び教材の活

用を含む）に関する科目（17 ページの表 4-2-1 参照）、専門基礎科目のう

ちの教職関連科目（C6 ページの表 3-2、C17 ページの表 4-2 参照） 

副専攻科目 

（副専攻希望者） 

理工学部副専攻プログラム科目（ただし，主専攻の科目として履修する場

合は履修登録単位上限の科目に含まれる） 

 

 

(2-3) 転 EP と EP 配属 

2 年次進級時に各学科共通の規定に基づき「化学 EP および化学応用 EP」と「バイオ EP」の間で転 EP が行われた後,「化学

EP および化学応用 EP」の学生は，その志望と 1 年次末までの成績 （GPA） に基づいて，「化学 EP」または「化学応用 EP」に配

属される。表 3－1 の履修基準表にある「1 年次末までに修得すべき単位数」を満たし，基礎科目の準必修科目を履修済みである

ことが配属の条件である。 

 

(2-4) 取得できる学位の種類 

課程を修了すると，化学 EP では学士（理学）または学士（工学）の一方を，化学応用 EP とバイオ EP では学士（工学）の学位を

授与される。 

 

(2-5) 大学院への飛び入学 

2 年次末の成績が本学大学院理工学府または環境情報学府の入学試験受験資格規程を満たす場合，希望する学生は，3 年

次に本学大学院理工学府または環境情報学府の次年度入学生第一次募集入学試験を受験することができる。ただし，その場合，

学士の学位は授与されないので注意すること。詳細は，教務委員ならびに大学院入試委員に相談すること。 

 

 

 



  
 

  

学 開講科目 （入学後 目 い  ( ) 学 の科目） を することは い。

の Ⅰ・Ⅱはこの り は い。2 学 開講 るクラス分 の る は 間 クラス

分 こと。理工学部基盤科目 は 化学・生命系学科 開講 る科目を すること。 全学教育科目の

は 数  （ より る） を設 いる科目・クラス るの すること。 

 

  

4 学 全学教育科目 3 単位 属する教育プログラム 定 る学部教育科目か 4 単位 の 合計 124

単位 を PA 2 の成 得 （ は す 基 表 こと） か 合 すること

る。 教育 取得 は Ⅰ の 教育 の取得 い を すること。 

 

 

 学 プログラム 学 プログラム 

 
1  学 プログラム 学 プログラム  

 

1 1  に 

化学教育プロクラム よ 化学応用教育プログラムの教育 の概 を図3 1 す。1 は 全学教育科目 よ

学部教育科目の専門基礎科目を 学習 2 と成 より EP 属 る。2 学 は 属の

の専門科目を 学 する。3 学 後 する る を す

る を 定 4 を い を 学 (理学) は学 (工学)と する。 目の学

は表3 1の 基 の 得単位数を い。 化学 EP は化学応用 EP の専門基盤を学 と

と  EP エネルギー化学分 教育を すること る。 は (3 4) エネルギー化学分 教育 い を

すること。 

 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 卒業 

         

         

         

         

         

         

         

         

 

1 学 学  

専⾨基礎科⽬ 

化学応⽤ EP 専⾨科⽬ 学⼠ 
(⼯学) 

全学教育科⽬ 

化学 EP 

化学応⽤
EP 

EP 配属 卒業研究配属 

化学 EP 理学系専⾨科⽬ 
 

学⼠ 
(理学) 

化学 EP ⼯学系専⾨科⽬ 

化学 EP 理⼯共通専⾨科⽬ 
卒 
業 
研 
究 

 

卒 
業 
研 
究 

 

学⼠ 
(⼯学) 

基礎演習
科⽬ 

化
学
・

生
命
系
学
科
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表 3－1 化学 EP および化学応用 EP の履修基準 

a) 外国人留学生は日本語科目 2 単位を代替できる。 

b) 準必修科目を全て履修済みであること。 

c) 工学系選択必修科目も含めることができる。 

d) 理学系選択必修科目も含めることができる。 

e) 化学応用 EP は 94 単位中 2 単位については，所属外 EP，本学の他学科，他学部，ならびに単位互換協定を結んでい

る他大学で修得した 2 単位を充てることができる。ただし，教員免許に関連する科目は，これに充てることはできない。 

f) 化学 EP および化学応用 EP では放送大学科目の履修科目のうち，全学教育科目の基礎科目 2 単位まで，初修外国

語科目 2 単位までが卒業に必要な単位に算入することができる。ただし，再履修科目に類似した科目や本学で類似の

科目を開講していない科目の履修に制限する。卒業要件に含める目的の放送大学科目の履修にあたっては事前に化

学•生命系学科の教務委員に相談すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目群 

1 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

3 年次春学期

末 ま で に 修

得 す べ き 単

位数 

卒 業 研 究 着

手 に 必 要 な

単位数 

卒業に必要

な単位数 

全
学
教
育
科
目 

基礎科目 

人文社会系科目  4 4 4 

自然科学系科目 
準必修科目を

履修済みであ

ること 

4 4 4 

外
国
語

科
目 

英語科目  6 6 6 

初修外国語 a)  2 2 2 

外国語科目小計 4 8 8 8 

健康スポーツ科目  選択2 単位まで 選択2 単位まで 選択2 単位まで 

全学教育科目小計 10 22 26 30 ｆ) 

学
部
教
育
科
目 

基礎演習科目  2 2 2 

専
門
基
礎

科
目 

必修科目 2 6 6 6 

選択必修科目 16 26 30 b) 30 b) 

専門基礎科目小計 18 32 36 36 

専
門
科
目 

化学 EP 必修科目 － 4 7  13 

 
学士 

(理学) 

理・工共通と理

学系選択必修

科目 

－ 10 c) 12 12 

専門科目小計 － － － 33 

 
学士 

(工学) 

必修科目 － 4 7  13 

理・工共通と工

学系選択必修

科目 

－ 10 d) 12 12  

専門科目小計 － － － 33 

化学応用 EP 

    学士 

    （工学） 

必修科目 － 3 4 12 

選択必修科目 － 12 16 16 

専門科目小計 － － － 33 

 学部教育科目小計  65 79 94 e) 

合計  90 109 124 



  
 

1  い 

成 位 よ 学 の 入学の基 は の成 の PA わ る。 の成

表 い は る成 の PA わ る。 PA い 合は P の高い を 位とする。 

 

1  に  

化学・生命系学科の学生 と の は の を計 すること より 得

技術を 合 確固 る の する り 技術 と り する の礎を

機会と位置 る。表 3 1 る 単位数 を 学生は すること る。 

 

表 3 1 る 3 学 得す 単位数 を 学生は 3 学 の と成 より

属 と を する 定 る。 単位数 を す 3

の 科目の 得 る。 属 か 学生の 3 学 科目を 得

すること 単位数 を す学生は 3 学 の と成 より 属 と

を する 定 る。 

 

1   

(2 ) る の 表 3 1 の 基 表 い EP の表 3 2 （全学教育科目 基礎演習科

目と専門基礎科目 ） よ 化学 EP 属学生の の表 3 3 （化学 EP 専門科目 ） は 化学応用 EP 属学

生の の表 3 4 （化学応用 EP 専門科目 ） る 基 を すこと る。 

 

1  学 専  

表 3 2 化学 EP よ 化学応用 EP の全学教育科目 基礎演習科目と専門基礎科目 を す。全学教育科目 い

は 全学教育科目 内 の指 とと 表 3 2 の を すこと。 

 

 

 学 学 学 専  

科目名 

単位数 間数 ) 

基  

 

 

 

1  2  3  4  

)          

物質工学と社会（ ）  2   2        

 ) 安全・環境と社会（ ）  2   2        

エネルギー工学序論（ ）  2   2        

化学・生命情報 理演習（情） 1     2       

2 単位 
化学・生命基礎演習 A   1   

2 

 
      

化学・生命基礎演習 B   1   
2 

 
      

物理  1    3        

単位 
化学  1    3        

化学・生命基礎 Ⅰ 2            

化学・生命基礎 Ⅱ 2            

解析学Ⅰ  2   2        

科目

か 3 単位

 

解析学Ⅱ   2   2       

線 代数学Ⅰ  2   2        

線 代数学Ⅱ   2   2       

分 Ⅰ  2     2      

分 Ⅱ   2     2     

物理学Ⅰ（力学 ）  2   2 2       

物理学ⅡA（熱力学）   2  2  2      

物理学ⅡB（電磁気）  2    2  2     

物理化学Ⅰ  2   2        

物理化学Ⅱ  2    2       

物理化学    2    2      

無機化学Ⅰ  2    2       

化
学
・

生
命
系
学
科
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科
目
区
分 

科目名 

単位数 毎週授業時間数 b) 

履修基準 必

修 

選択必修 選

択 

1 年 2 年 3 年 4 年 

準必修 a)  春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

専
門
基
礎
科
目(

つ
づ
き) 

無機化学Ⅱ   2    2      

選択必修科目

から 30 単位以

上 

有機化学Ⅰ  2    2       

有機化学Ⅱ   2    2      

分析化学Ⅰ  2     2      

物質科学  2   2        

基礎化学工学  2    2       

化学工学Ⅰ   2    2      

材料科学   2    2      

生物科学Ⅰ   2  2        

生物科学Ⅱ    2  2       

安全・環境化学   2    2      

化学・生命情報処理基礎   2   2       

基礎生化学   2     2     

現代生物学Ⅰ    2 2        

生物工学Ⅰ    2     2    

医工学    2     2    

関数論    2   2  2    

計測    2   2  2  2  

エレクトロニクス通論    2     2  2  

図学Ⅰ    2  2  2     

応用数学    2     2  2  

応用数学演習 A    2     2  2  

応用数学演習 B    2      2  2 

情報処理概論    2   2      

コンピュータグラフィックス概論    2    2  2  2 

品質管理    2     2  2  

総合応用工学概論    2   2  2  2  

医・工学連携基礎    2    2  2  2 

教

職

関

連

科

目 

生態学遠隔地 

フィールドワーク 
   2   

2

③ 
     

卒業に必要な

単位に算入し

ない。 

履修上限から

除外する。 

GPA に算入し

ない。 

海洋学フィールドワ

ーク 
   2   

2

③ 
     

生態学実習Ⅰ    1     
2

① 
   

生態学実習Ⅱ    1     
2

② 
   

地球科学    2 2        

地球システム論Ⅰ    1    
2

④ 
    

地球システム論Ⅱ    1    
2

⑤ 
    

地球科学実験    2 2        

地質学遠隔地 

フィールドワーク 
   2     2    

a) 履修が義務付けられた科目（ただし，履修登録のキャンセルは認めない）。 

b) 丸数字はタームを表す。 

 

 

 

 

 

 



  
 

 学 プログラム 

化学 EP 属 学生は 2 学 か る専門科目の よ 取得 る学位の （理学 は工

学） るの か 計 を すること る。 

 

1  学  

 化学 EP 専門科目の 理学系科目の 基 を 学生 学 （理学） 工学系科目の 基 を 学生

学 （工学） を取得 る。 の基 を 学生 は の を の学位 る。 

 

  

 2 い わる 124 単位の か 11 単位 を PA 4 2 の成 得 学生は よ

り 能 る。この 合 3 Ⅰ Ⅱを か 高い PA を 基

る を すこと る。 は 教 すること。 

 

 学 専  

科目名 

単位数 間数  

 
 

 
2  3  4  基 ・  

       

化

学

EP

専

門

科

目 

化学熱力学 B  2   2      

学 （理学）

は理・工

と理学系科目

の 科

目か 12 単位

を 2

単位 学

（工学） は

理・工 と工

学 系 科 目 の

科 目

か 12 単位

を 2 単

位  

応 度論 B  2   2      

有機化学   2   2      

材料力学 B  2   2      

分析化学ⅡB  2   2      

エネルギー工学  1   2  2  2 4 ーム 

エネルギー 熱力学   1   2    1 ーム 

エネルギー 生工学   1  2  2  2 ーム 

エネルギー安全工学   2  2      

エネルギー ネ ント論   2   2  2   

応用電気化学   1    2   4 ーム 

化学プロ ス開発計    1    2   4 ーム 

結晶学  2   2      

物理有機化学  2    2     

有機合成化学   1    2    1 ーム 

固体表面化学  1    2    1 ーム 

固体物性化学  1    2    2 ーム 

量子化学  2    2     

体化学  2    2     

化学  2    2     

  2   2      

  2   2      

  1   2  2  2 4 ーム 

  1    2    2 ーム 

  2    2     

  1    2    1 ーム 

  1    2    2 ーム 

  2    2     

  2    2     

  2    2     

  2    2     

  2    2  2   

  1     2   4 ーム 

 
 

 1     2   ーム 

化
学
・

生
命
系
学
科
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a) 表 3-1 にある履修基準の「3 年次春学期末までに修得すべき単位数」を満たす、もしくは、3 年秋学期末までに「卒業研究

着手に必要な単位数」を修得する見込みであることを条件とする。3 年秋学期に履修登録できる上限の単位数を全て修得

しても「卒業研究着手に必要な単位数」を満たせない場合、履修は認められない。 

b) 卒業研究Ⅰの単位を修得していることを条件とする。 

c) 卒業研究Ⅰ・Ⅱの代替科目であり，大学院飛び入学予定者に適用される。 

 

 

 

  

 

理
・
工
共
通 

技術者安全・倫理教育 B  1       1 1 第１, 第 4 ﾀｰﾑ 

 

 

 

 

 

       13 単位 

 

 

 

 

化学ＥＰ基礎実験 2     6    

化学ＥＰ特別実験 a) 2     開講 開講   

化学ＥＰ演習Ⅰ 1    2     

化学ＥＰ演習Ⅱ 1     2    

化学ＥＰ演習Ⅲ 1      2   

卒業研究Ⅰ 2       開講 開講 

卒業研究Ⅱb) 3       開講 開講 

化学ＥＰ研究実習Ⅰ～Ⅴ c) 各 1      5   



  
 

 

化
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
系
統
図

語 学 ・ 教 養 系化 学 分 野 横 断 系

生 化 学 ・

分 析 化 学 系 有 機 化 学 系 物 理 化 学 系 無 機 化 学 系 安 全 化 学 ・

化 学 工 学 系 物 理 学 ・ 数 学 ・ 情 報 系

物
質
工
学
と
社
会

図
学

I

総
合
応
用
工
学
概
論

計
測

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
概
論

品
質
管
理

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
通
論

物
理
実
験

物
質
科
学

物
理
化
学

I
物
理
化
学

II
物
理
化
学

III

有
機
化
学

I

分
析
化
学

I

有
機
化
学

II

現
代
生
物
学

I
生
物
科
学

I
生
物
科
学

II

無
機
化
学

I

物
理
学

I

化
学
実
験

化
学
・
生
命
情
報
処
理
演
習

化
学
・
生
命
基
礎
演
習

A/
B

化
学
・
生
命
情
報
処
理
基
礎

化
学
・
生
命
基
礎
実
験

I
化
学
・
生
命
基
礎
実
験

II
化
学

EP
演
習

I

情
報
処
理
概
論

化
学

EP
基
礎
実
験

化
学

EP
演
習

II
化
学

EP
特
別
実
験

化
学

EP
演
習

III

基
礎
生
化
学

無
機
化
学

II

材
料
科
学

分
析
化
学

IIB

有
機
化
学

III

高
分
子
化
学

結
晶
学

無
機
固
体
化
学

材
料
力
学

B

反
応
速
度
論

B
化
学
熱
力
学

B

医
・
工
学
連
携
基
礎

生
物
工
学

I
医
工
学

宇
宙
地
球
化
学

高
分
子
の
機
能

有
機
合
成
化
学

物
理
有
機
化
学

量
子
化
学

電
気
化
学

B
応
用
電
気
化
学

錯
体
化
学

無
機
材
料
化
学

機
能
性
材
料
化
学

触
媒
化
学
基
礎
論

固
体
物
性
化
学

機
能
有
機
化
学

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

シ
ス
テ
ム
論

物
理
学

IIB
物
理
学

IIA

安
全
・
環
境
と
社
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
序
論

基
礎
化
学
工
学

安
全
・
環
境
化
学

化
学
工
学

I
化
学
プ
ロ
セ
ス
開
発
計
画

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
工
学

応
用
数
学
演
習

A
解
析
学

I
応
用
数
学
演
習

B
解
析
学

II
微
分
方
程
式

II
微
分
方
程
式

I
関
数
論

応
用
数
学

線
形
代
数
学

I
線
形
代
数
学

II

英
語
実
習

外
国
語
実
習
１
・
２

全
学
教
育
科
目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

英
語
演
習

全
学
教
育
科
目

１
年
次

春
学
期

秋
学
期

２
年
次

春
学
期

秋
学
期

３
年
次

春
学
期

秋
学
期

４
年
次

春
学
期

秋
学
期

準
必
修

外
国
語

選
択全
学
教
育
科
目

基
礎
演
習
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

選
択
必
修

必
修

必
修

準
必
修

選
択
必
修

選
択

必
修

理
工
共
通

理
学
系

工
学
系

選
択

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
分
野
教
育
を

構
成
す
る
科
目
は
表

3-
5参

照

卒
業
研
究

I
卒
業
研
究

II

エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

エ
ネ
ル
ギ
ー
創
生
工
学

固
体
表
面
化
学

有
機
合
成
デ
ザ
イ
ン

高
分
子
の
構
造
と
物
性

有
機
工
業
化
学

フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

産
業
と
先
端
技
術

技
術
者
安
全
・
倫
理
教
育

B

蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
熱
力
学

化
学
・

生
命
系
学
科
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(3-3) 化学応用教育プログラム 

(3-3-1) 早期卒業 

2 年次末において GPA が 4.200 以上の成績で修得した学生は，希望により早期卒業が可能である。この場合，3 年次以降に

卒業研究Ⅰ，Ⅱを実施し，なおかつ履修基準にある卒業要件を満たすことが必要である。詳細は，教務委員に相談すること。 

 

表 3－4 化学応用 EP 専門科目一覧 

 

科
目
区
分 

科目名 

単位数 毎週授業時間数 

履修基準・備考 必

修 

選

択

必

修 

選

択 

1 年 2 年 3 年 4 年 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

化

学

応

用 

EP

専

門

科

目 

化学熱力学 A  2     2      

反応速度論 A  2     2      

材料力学 A  2     2      

分析化学ⅡA  2     2      

化工数学  2     2      

電気化学 A  2      2     

環境管理学   2      2  2  

分離工学  2      2     

環境工学Ⅰ  2      2  2   

高分子化学  2     2     必修 16 単位と選択必修 

化学安全工学  2      2    科目から 12 単位以上 

流体工学  2     2      

リスク工学  2      2     

反応工学  2      2     

材料強度学  2      2     

エネルギー変換熱力学  1      2    第 1 ﾀｰﾑ 

蓄エネルギー工学   1    2  2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

エネルギー創生工学   1    2  2  2 第 5 ﾀｰﾑ 

バリューチェーンシステム論  1     2  2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

エネルギー安全工学  2     2      

プロセスシステム論  1       2   第 4 ﾀｰﾑ 

安全・環境工学   1      2   第 4 ﾀｰﾑ 

化学プロセス開発計画   1      2   第 4 ﾀｰﾑ 

微粒子工学Ⅰ   1      2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

微粒子工学Ⅱ   1      2  2 第 5 ﾀｰﾑ 

応用電気化学   1      2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

エネルギー材料学   1      2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

無機材料化学   2     2     

触媒化学基礎論   2     2     

エネルギーシステム工学  2      2  2   

エネルギーマネジメント論   2     2  2   

固体表面化学   1     2    第 1 ﾀｰﾑ 

固体物性化学   1     2    第 2 ﾀｰﾑ 



  

) Ⅰ・Ⅱの代 科目 り 学 入学 定 用 る。 

) Ⅰの単位を 得 いることを とする。 

  1  2  4  

 1  2   

技術 安全・ 理教育 A 1 1 1  4  

機械装置設計・製図 2  4 

化学応用 EP Ⅰ 2  

化学応用 EP Ⅱ 2  

化学応用 EP 演習Ⅰ  1  2 

化学応用 EP 演習Ⅱ  1  2 

化学応用 EP 演習   1  2 

化学応用 EP 演習   1  2 

化学応用 EP 習Ⅰ  )  1   

化学応用 EP 習  )  1   

Ⅰ 2 開講 開講 

Ⅱ ) 3 開講 開講 

化
学
・

生
命
系
学
科

4

yanagihara.k-rjp
線
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 学 について 

 

エネルギーを 安全 スト 環境 合 安定 することは 能 社会と か 質の高い生 を 現

い す。 の は エネルギーの生 流 の各 る を エネルギーのバ ー

ーン (E ) を 化 システムを構 すること り す。 の水素社会の 現 技術 よるエ

ネルギーの安定化 は 水素製造 エネルギーの ・ 代発電・ 電技術 E を構成する各 る 素

技術 （電解プロ ス 触媒プロ ス 料電 各 電 シ 構造材料 ） 安全 化学 い す。 

エネルギー化学分 教育 は 化学・生命系学科の化学 EP・化学応用 EP の専門 を学 とと を基礎と

E を構成する 先端の化学 素技術の素 を エネルギーシステム全体を る い を 得する

ことを目 と い す。 

化学 EP は化学応用 EP 属する学生は い EP の 教育 とと の より 表 3 の科目

か 構成 るエネルギー化学分 教育の ラムを すること す。この ラムを することは エネルギー

化学分 する の基盤と り す。エネルギー化学分 教育の 基 を の は 学位

とは を す。 

 
 

 学  

エネルギー化学分 教育科目 

全学教育科目 ( 科学系)   エネルギーバ ー ーン (E ) 素技術科目  

エネルギー工学序論 安全・環境と社会  無機材料化学 触媒化学基礎論 

   固体物性化学 エネルギー 生工学 

エネルギー化学基礎科目   応用電気化学 エネルギー 熱力学 

化学熱力学 A B 電気化学 A B  エネルギー工学 固体表面化学 

応 度論 A B 物理化学     

   エネルギーシステム科目  

バ ー ーン科目   化学プロ ス開発計  エネルギー安全工学 

バ ー ーンシステム論 エネルギー ネ ント論  エネルギーシステム工学  

全学教育科目  化学 EP・化学応用 EP 専門科目（A は化学応用 EP B は化学 EP ） 

 

 

 

学  

エネルギー化学分 教育の 基 と の か を か の合計 1 単位 を 得すること。 

 化学 EP は化学応用 EP の 基 の  

 全学教育科目( 科学系) エネルギー工学序論 安全・環境と社会 か 2 単位  

 エネルギー化学基礎科目 化学熱力学 A B 応 度論 A B 電気化学 A B  物理化学 か 単位 

(A は化学応用 EP B は化学 EP ) 

 バ ー ーン科目  エネルギーバ ー ーン科目  エネルギーシステム科目の か 合計 単位  

  

化
学
・

生
命
系
学
科
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(4) バイオ教育プログラム 

(4-1) 成績の扱い 

成績の順位付けには GPA を用いる。ただし，GPA が等しい場合は，GPT(grade point total = (GP単位数))の高い方を上位

とする。 

 

(4-2) 早期卒業 

2 年次末の GPA が 4.000 以上の学生は，希望により事前審査を経て 3 年次から特別なカリキュラムを受けることができる。さら

に，3 年次の秋学期末時点ないし 4 年次の春学期末時点で卒業要件を満たした場合，早期卒業することができる。詳細は，教務

委員に相談すること。 

 

表 4－1 バイオ EP の履修基準 

科目群 

1 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

2 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

3 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

卒業に必要

な単位数 

全
学
教
育
科
目 

基礎科目 
人文社会系科目  4 4 4 

自然科学系科目 
（準必修科目を履

修済みであること） 
4 4 4 

外国語科目 

英語科目  6 6 6 

初修外国語 a)  2 2 2 

外国語科目小計 4 8 8 8 

健康スポーツ科目  
選択 2 単位ま

で 

選択 2 単位ま

で 

選択 2 単位ま

で 

全学教育科目小計 10 22 26 30 b) 

学
部
教
育
科
目 

基礎演習科目  2 2 2 

専門基礎科目 必修 － 5 5 5 

専門科目 必修 －  3 3 

専門基礎科目 選択必修 
6 8 12 18 

専門科目 選択 

専門基礎科目 バイオ EP 研修 － － － 8 

学部教育科目小計  45 79 94 c) 

合計 32 70 109 124 

 

a) 外国人留学生は日本語科目 2 単位を代替できる。 

ｂ) 放送大学科目の履修科目のうち，全学教育科目の基礎科目 2 単位まで，初修外国語科目 2 単位までが卒業に必要な単位

に算入することができる。ただし，再履修科目に類似した科目や本学で類似の科目を開講していない科目の履修に制限する。

卒業要件に含める目的の放送大学科目の履修にあたっては事前に化学•生命系学科の教務委員に相談すること。 

ｃ) 94 単位中 2 単位については，所属外 EP，本学の他学科，他学部，ならびに単位互換協定を結んでいる他大学で修得した 1

科目 2 単位を充てることができる。ただし，教職に関する科目は，これに充てることはできない。 

 

 

 



  
 

 に  

バイ EP Ⅰ する。こ する は表 4 1 す 2 得す 単位数

よ 3 得す 単位数 の基 を と い。 バイ EP の

は 指導教 は教 すること。 

 

 学 学部  

 

科目名 

単位数 間数 
基  

( ）  
 

 
1  2  3  4  

        

物質工学と社会( )  2  2        

( 科目)（ ） 安全・環境と社会( )  2  2        

エネルギー工学序論( )  2  2        

化学・生命情報 理演習（情） 1    2       

2 単位  

4 単位 

 

化学・生命基礎演習 A  1   2       

化学・生命基礎演習 B  1   2       

化学・生命基礎 Ⅰ 2           

単位 化学・生命基礎 Ⅱ 2           

化学  1   3        

バイ 専門  3           3 単位 

生物科学Ⅰ  2  2        

1 単位

 

生物科学Ⅱ  2   2       

現代生物学Ⅰ  2  2        

現代生物学Ⅱ  2   2       

生物工学Ⅰ  2    2      

工学  2      2  2  

分子生物学  2     2     

生化学  2    2      

学概論  2      2    

生命科学 論  2       2   

バイ ニクス  2       2   

バイ 基礎    2  2  2  2   

と組織   2    2     

物分子生理学   2   2  2  2  

子工学   2    2     

発生生物学   2     2    

物科学Ⅰ   2   2  2  2  

物科学Ⅱ   2    2  2  2 

学   2     2    

工    2      2   

生物工学Ⅱ   2    2     

材料力学 A   2    2     

材料力学 B   2    2     

バイ EP Ⅰ  2       4  4 

単位

(

 

1 単位

） 

バイ EP Ⅱ  2       4  4 

バイ EP   2       4  4 

バイ EP   2       4  4 

バイ EP   2       4  4 

バイ EP   2        4  

バイ EP   2        4  

バイ EP   2        4  

バイ EP   2        4  

バイ EP   2        4  

化
学
・

生
命
系
学
科
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科
目
区
分 

科目名 

単位数 毎週授業時間数 
履修基準 

(備考） 必修 
選択

必修 
選択 

1 年 2 年 3 年 4 年 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

専
門
基
礎
科
目
・
選
択 

物理実験   *1 3        （修得推奨） 

94 単位 

以上 

解析学Ⅰ   2 2        

 

解析学Ⅱ   2  2       

線形代数学Ⅰ   2 2        

線形代数学Ⅱ   2  2       

微分方程式Ⅰ   2   2      

微分方程式Ⅱ   2    2     

関数論   2   2  2    

物理学Ⅰ   2 2 2       

物理学ⅡA   2 2  2      

物理学ⅡB   2  2  2     

図学Ⅰ   2  2  2     

計測   2   2  2  2  

エレクトロニクス通論   2     2  2  

応用数学   2     2  2  

応用数学演習 A   *2     2  2  

応用数学演習 B   *2      2  2 

情報処理概論   2   2      

コンピュータグラフィックス概論   2    2  2  2 

品質管理   2     2  2  

総合応用工学概論   2   2  2  2  

医・工学連携基礎   2    2  2  2 

物質科学   2 2        

基礎化学工学   2  2       

化学工学Ⅰ   2   2      

材料科学   2   2      

安全・環境化学   2   2      

物理化学Ⅰ   2 2        

物理化学Ⅱ   2  2       

物理化学Ⅲ   2   2      

無機化学Ⅰ   2  2       

無機化学Ⅱ   2   2      

有機化学Ⅰ   2  2       

有機化学Ⅱ   2   2      

分析化学Ⅰ   2   2      

分析化学ⅡB   2    2     

化学熱力学 A   2    2     (A/B の重複履

修不可)(b) 化学熱力学 B   2    2     

反応速度論 A   2    2     (A/B の重複履

修不可)(b) 反応速度論 B   2    2     

基礎生化学   2    2     

 

有機工業化学   1      1   
ファインセラミックス 
産業と先端技術 

  1      1   

高分子化学   2    2     

電気化学 B   2     2    

化学・生命情報処理基礎   2    2     



  
 

 

科目名 

単位数 間数 

基  

( )  
 

 

1  2  3  4

        

生 学  

ール ーク 
  2   

2 

 
     

PA

算入

い。 

4

海洋学 ール ーク   2   
2 

 
     

生 学 習Ⅰ   1     
2

 
   

生 学 習Ⅱ   1     
2

 
   

科学   2 2        

システム論Ⅰ   1    
2

 
    

システム論Ⅱ   1    
2

 
    

科学    2 2        

質学  

ール ーク 
  2     2    

 

( ) 科目（ の ン ルは い）。 

( ) 化学熱力学 A B よ 応 度論 A B は を い。 

( ) 数字は ームを表す。 

 単位数 い科目 

数 度開講科目 数 度開講科目 

  

化
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科
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